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【緒 言】患者の主訴や治療内容などを調査する

ことは保存処置 を始めとす る歯科治療 を行 う上で

の指針となり,歯 科治療の質の向上のために必要

である。当分野では2005年9月 より初診患者の調

査 を行っている。 今回は2005年9月 から2008年6

2009

月までの当分野の予診診療 を受診 した患者を対象

として,分 析 を行った。

【調査対象および項 目】2005年9月 から2008年6

月までに修復学分野の予診診療を受診 した患者を

対象とした。患者は,初 診患者,再 来初診患者,

他医院よりの紹介患者,他 科よりの治療依頼患者

に分類 し,来 院 日,カ ルテ番号,患 者氏名,年 齢,

性別,居 住地,主 訴,診 断名,治 療方針について

調査 した。

【結 果】1)該 当期間中の患者数は514名,男

女比4:6,2)男 性では20代,女 性では30代 が多かっ

た。3)来 院患者の約80%は 当院よ り半径30km

圏内で あった。4)他 院よ りの紹介患者の比率は

6%で あり,他 科 よりの依頼患者の比率 は14%で

あっ た。5)痛 み を主 訴 とす るものが全体 の

54%で あった。6)診 断名 は,歯 冠修復処置43%,

歯内治療34%,歯 周治療l3%で あった。7)治 療

方針は,歯 冠修復処置40%,歯 内治療34%,歯

周治療l4%で あった。

【考 察】1)女 性が多く認め られたのは,大 学

病院における診療時間に都合をあわせやすい女性

が多く来院 しているため と考 えられる。2)就 学

等で来院が制限 される1O代,欠 損歯列 を有する

割合の高い高齢者では,少 ない値 を示 した。これ

は,保 存処置が主な治療内容 とするためと考えら

れる。3)特 殊 性の高い診療科に比べ ると紹介や

その他特別な事情がある場合 を除いて遠方からの

来院は少ないと考 えられ,紹 介率はやや少なかっ

たと考 えられる。4)主 訴 は,痛 みが最 も多く,

次いで修復物脱離,歯 肉腫脹,審 美障害であり,

当科の標榜 とする保存処置の割合が高 く,そ の中

でも歯冠修復処置の割合が高いのは,修 復処置を

専門的に行 う歯科医師が多く在籍 しているためで

あると考 えられる。

【まとめ】大学病院は歯科医師を養成するだけで

な く,第 二次,第 三次医療機関として地域 に密着

した医療 を行い主 としてプライマ リヘルスケアを

担っている開業医への情報提供や歯科医療内容の

提言 を行うことも重要な任務である。当分野にお

いて も専門的な情報を積極的に公開してい く必要

性があると考えられる。
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